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歩行者の安全確保に努めましょう
11月13日、ゆうばり文化スポーツセンター前でセーフティコールゆうばりが実施されました。

千代田三叉路では、参加者が「交通安全」と書かれた旗を手に街頭啓発を行いました。

冬になり、日が落ちるのも早くなってきました。暗くなると歩行者の発見が遅くなるうえ、雪道ではブレ

ーキをかけてもすぐには停車できません。ドライバーだけでなく歩行者も周囲に注意を払い、交通事故

を防止しましょう。
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令和２年度の夕張市功労表彰式が、１１月５日市役所で挙行されました。

多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々に贈られるものです。表彰さ

れた方 を々ご紹介いたします。

令和２年度　夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

善行表彰

功労表彰

「社会事業功労」

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福祉

のまちづくりに尽力されました。

千　葉　キ　ヨ さん

ち ば

（76歳）

「社会事業功労」

多年にわたり、夕張市社会福祉協議会役員として地

域福祉の推進に尽力されました。

横　川　孝　一さん

よこ かわ こう いち

（81歳）

寄付2件（受賞者のご意思により氏名は非公表）
夕張市の地域再生および住民の福祉の増進のために必要な事業に対する助成のため、多額の寄付をされました。

「社会事業功労」

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福祉

のまちづくりに尽力されました。

三　国　政　信さん

み くに まさ のぶ

（68歳）

「消防防災功労」

多年にわたり、消防団員として消防及び災害の防止

に尽力されました。

石　川　雅　人さん

いし かわ まさ ひと

（68歳）
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第３回策定委員会を開催しました。

まちづくりマスタープラン見直しに関する地区懇談会

策定スケジュール

●道の駅は夕張の中で集客力がある施設。コンセプト

を明確にし、トイレが閉鎖しているのを解消してほし

い。

●清水沢地区の地区別方針の策定にあたっては、商工

業者の方からの意見も聞くべきではないか。

●若菜、清水沢、紅葉山の３地区に同じような施設を作

るわけではないと明示する方がよいのでは。

●誘導区域から外れた地域にも重要な要素はある。今

後居住以外の用途を検討するとよい。

「第３回計画策定委員会」を１１月５日

（木）に拠点複合施設「りすた」で開催しま

した。

各分野の有識者９名が出席し、誘導区域

の考え方や地区別方針について意見交換

を行いました。

広報ゆうばり１０月号掲載の「まちづくりかわら版 第３号」でおしらせした『地区懇談会』につい

て、市内での新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、感染拡大防止の観点から１０月１４日（水）に予

定していた夕張市農業研修センター、夕張市紅葉山会館、１０月１５日（木）に予定していた夕張市拠

点複合施設「りすた」での開催分を中止といたしました。

中止とした会場については、以下のとおり代替開催いたします。

「夕張市まちづくりマスタープラン」と「夕張市立地適正化計画」については、12月の公表を予定

していましたが、地区懇談会の開催延期などの影響から、計画の公表についても延期させていた

だきます。時期については、改めておしらせします。

▼ 地区別方針についての意見（一部抜粋）

●誘導区域を設定する目的は、財政的コス

トの縮減と市民の生活環境を守ること

である。

●誘導区域外の住民の方に「移動しなけれ

ばならない」と誤解されないよう、丁寧

に説明し意見を伺う必要がある。

●災害に強いまちづくりが注目されている

中、安全・安心を最優先に考えるべきで

ある。

●20年後を見据えた計画であるが、世の

中の変化に合わせて弾力的に変更して

いくべき。

●誘導区域外の空き家についても対策す

べき。

▼ 誘導区域の考え方についての意見（一部抜粋）

日　　程 時　　間 場　　　　　所

12月９日（水）
14:00 ～ 15:30 夕張市農業研修センター

18:00 ～ 19:30 夕張市紅葉山会館

12月10日（木）
13:00 ～ 14:30 夕張市拠点複合施設「りすた」 多目的ホール

18:30 ～ 20:00 夕張市拠点複合施設「りすた」 多目的ホール
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夕張市まちづくりマスタープラン見直しおよび夕張市立地適正化計画策定

第 5 号
市建築住宅係

☎52－3119

問合せ先

���������
夕張市まちづくりマスタープランの見直しおよび夕張市立地適正化計画の策定経過をおしらせします。

今後の居住・都市機能の誘導を図る区域の考え方
夕張市は、若菜地区、清水沢地区、紅葉山地区に都市機能の誘導を図る、新たな将来都市構造を

目指します。
今後、居住・都市機能の誘導を図るため、「居住誘導区域」と「都市機能誘導区域」の検討を行っ

ていきます。

●居住誘導区域を清水沢地区、本庁・若菜地区、沼ノ沢地区、紅葉山地区に設定します。

●都市機能誘導区域を若菜地区、清水沢地区、紅葉山地区に設定します。

居住誘導区域・都市機能誘導区域とは

区域設定の考え方

●人口減少の中にあっても、人口密度を確保し、生活サ

ービスやコミュニティを持続的に確保すべき区域。

●新たな住宅の整備などにより居住を誘導すべき区域。

●ただし、居住誘導区域外の地区に今後も居住し続ける

ことを否定するものではありません。

居住誘導
区　域

●医療・商業などの都市機能を誘導し、集約することで、

これらの各種サービスの効率的な提供を図る区域。

都市機能
誘導区域

<居住誘導区域の考え方のポイント>
●20年後においても一定程度の人口が残るエリア

●災害の危険性が大きいエリアは含めない

●集会施設などの立地状況を考慮する

都市機能誘導区域

●生活利便性の維持・向上を図るため、都市機能の集約・誘導を

図る

居住誘導区域

●住み続けられる市街地を維持するため、新たな居住を誘導し、

生活サービスなどの維持を図る

居住誘導区域外（居住が無くなるエリア）

●居住が無くなった時点で、インフラや公共施設の縮小を検討

<都市機能誘導区域の考え方のポイント>
●都市骨格軸となる国道・道道周辺のエリア

●既存の医療・商業施設の立地状況を考慮

都市機能
誘導区域

居　住
誘導区域

居住誘導
区域外

居住がある
エリア

居住が無くなる
エリア

居住誘導区域外（居住があるエリア）

●新たな居住は抑制する

●現住の居住者は住み続けられるよう、コミュニティの維持に努

める

●住み替える場合は居住誘導区域へ誘導
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（１）
採
用
お
よ
び
競
争
試
験
（
令
和
元

年
度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職
（
令
和
元
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
な
ど
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政

の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

夕
張
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
元
年
の

一
人
当
た
り
平
均
日
数
は
８
・
０
日
で

取
得
率
は
25
・
７
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
休
暇
や

組
合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条

例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業
の
取
得
状
況

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、令
和
元
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
０
名
で
す
。

　

分
限
処
分
と
は
任
命
権
者
が
職

員
の
意
に
反
す
る
処
分
を
で
き
る

場
合
で
あ
り
、
令
和
元
年
度
に
処

分
を
受
け
た
職
員
は
８
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、
令
和
元
年
度

は
派
遣
研
修
な
ど
に
延
べ
1
8
3

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和

元
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延

べ
2
2
4
人
の
職
員
が
受
診
し
ま

し
た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、
令
和
元
年
度
に
処
分
を

受
け
た
職
員
は
４
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
は
勤
務
時
間
中
、
職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ

の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
令
和

元
年
度
は
延
べ
31
件
の
申
請
が
あ

り
す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
お
よ
び
昇
任

時
（
主
事
、
主
事
補
な
ど
）に
試
験

や
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

29 4 2 2 8

29 4 2 2 8

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年

3

1

4

勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

5

1

2

8

計

8

2

2

12

事務職

技術職

労務職

一　般

行政職

勤　務　時　間
週38時間45分

（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土･日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 認定者

公　務

災　害
0　人

通　勤

災　害
0　人

（単位：人）

（単位：人）

職
員
の
採
用
や
退
職

　

お
よ
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　  
勤
務
条
件
の
状
況

分
限
お
よ
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の

　
　
　
　
　
　

評
定
の
状
況

職
員
の
福
祉
お
よ
び

　
　
　  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
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表
２
は
、
令
和
元
年
度
決
算
に

お
け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。

給
与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員

に
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
お
よ
び
民
間

の
賞
与
に
相
当
す
る
期
末
・
勤
勉
手

当
な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、
扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手

当
を
含
め
て
支
給
し
て
お
り
、給
与

の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
令
和
元
年
度
決
算
の
状
況

と
令
和
２
年
４
月
１
日
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
本
市
は

財
政
再
建
の
た
め
、平
成
19
〜
21
年

度
ま
で
平
均
30
％
、
平
成
22
〜
26

年
度
ま
で
平
均
20
％
、
平
成
27
〜

28
年
度
ま
で
平
均
15
％
、
平
成
29

年
度
は
一
律
９
％
、
平
成
30
年
度
か

ら
一
律
７
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

人
件
費
に
は
、
職
員
に
支
給
す

る
給
与
、
使
用
者
が
負
担
す
る　

共
済
費
の
ほ
か
、
特
別
職
の
給
料
、

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び

各
種
委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範

囲
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、
令
和
元
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。
歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
10
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、令
和
元
年
４
月
１
日
現

在
の
一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

　

表
４
は
、令
和
元
年
４
月
１
日
現

在
の
民
間
企
業
の
賞
与
に
相
当
す

（４）
期
末
･
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（令和元年度普通会計決算）

表２．職員給与の状況（令和元年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表６．特別職の給料、報酬など

表５．退職手当

表７．定員の状況

区　　分

元年度

住民基本台帳
（R2.3.31現在）

歳　出
Ａ

人　件　費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

7,744 10,742,316 1,093,270 10.2

人

人

円 円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 ％

注 １ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
 ２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な令和元年度の歳出額です。

区　分
１人当たり

の給与費

　　　（B／A）

元年度 132 421,587 96,765 176,012 694,364 5,260

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当

計
　　　　　B

給　　　与　　　費

区　　分 市 国（一般職）

169,500 182,200

140,100 150,600

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 1.30月分 0.925月分

12 月 1.30月分 0.975月分

計 2.60月分 1.90月分

・職制・職務上の級等による加算を廃止しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 19.6695月分 24.586875月分

25年 28.0395月分 33.27075月分

35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分

定年前早期退職特例措置の廃止

区　分 給料または報酬 期末手当

431,000円 市　長

　　－　　円副市長

230,000円 議　長

200,000円 副議長

180,000円 議　員

職員区分

一 般 行 政 部 門

教 育 部 門

消 防 部 門

普 通 会 計

水 道 会 計

そ の 他 会 計

公 営 企 業 等 会 計

合　　計

元年度

81人

10人

41人

132人

2人

19人

21人

153人

２年度

82人

11人

40人

133人

2人

19人

21人

154人

増　減

1人

1人

▲1人

1人

0人

0人

0人

1人

６月～2.25月
12月～2.25月

６月～1.125月
12月～1.325月

（平成23年７月より
当市に副市長を置
いておりません。）

る
期
末
・
勤
勉
手
当
の
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

市
長
な
ど
の
給
料
、市
議
会
議
員

の
報
酬
お
よ
び
期
末
手
当
は
、   

表

６
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
別

職
の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議
決

を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特

別
職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
大
幅

に
削
減
し
て
お
り
、
市
長
の
給
料
に

つ
い
て
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
令

和
元
年
11
月
ま
で
は
約
70
％
、令
和

元
年
12
月
以
降
は
50
％
の
削
減
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
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問合せ先　市健康保険係　☎52－3105
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■国保のお話 vol.27
国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受け

られるよう皆さんで保険料を出し合い、助け合う制度です。

皆さんで支えている国民健康保険制度。その内容や取り組みに

ついて、少しずつ知っていただくことを目的として、シリーズでお知

らせします。

登録 登録
ス
マ
ホ
か
ら
で
も

登
録
で
き
る
！

広報ゆうばり　2020年12月号９



発　送　月 診　療　月

令和３年１月（上旬）

令和３年２月（下旬）

令和２年１月～９月

令和２年10月～12月

【イメージ図】

日数

１

１

診療区分

医科外来

調　剤

診療を受けた
医療機関など

○○病院

××薬局

受診年月

令和２年１月

令和２年２月

医 療 費 総 額

18,000

10,000

230,000

自 己 負 担 額
食 事 療 養・生 活 療 養 費

回 数 費用額 標準負担額

1,800

1,000

23,000合　　　　計

■ 医療費通知を全受診者へ送付します ■

◆ 医療費通知の活用例

◆ 医療費控除の申告について

◆ 注意事項

◆ 発送月・対象診療月

問 　 合 　 せ 　 先

広域連合では被保険者の皆さんの医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を年２回、対象

期間に医療機関などを受診した全ての被保険者の皆さんに送付します。

これは、医療機関の窓口でお支払いいただいた自己負担分を除いた医療費は、後期高齢者医療制度から

支払われていることを具体的に理解していただくとともに、健康管理の重要性を意識していただくことで、

医療費の適正化、被保険者の皆さんの負担軽減を図ることを目的としています。

○医療費の推移が一目で把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用できます。

○診療日数などに間違いがないか確認しましょう。

○このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。

○医療費控除の申告に関することは、税務署に問い合わせください。

○医療機関などの請求遅れや請求内容を審査中のものなど受診記録が記載されない場合があります。

○自己負担額は、医療費助成などを受けている場合など、記載されている金額と実際にご自身が負担され

た金額が異なる場合があります。

○医療費通知は、皆さんの受診状況をお知らせするものであり、請求書ではありません。

　また、特に手続きなど行っていただく必要はありません。

住所 〒060－0062
 札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
☎011ー290ー5601

市民課　健康保険係

☎52－3105

北海道後期高齢者医療広域連合 夕張市

後期高齢者医療制度のお知らせ

～ 医療費通知について ～

令和２年３月 △△病院 医科入院 ５ 202,000 20,200 15 11,490 5,400

11,490 5,400

※昨年度までと１回目の発送時期が変わります。
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、クラブの活動を再開しています。活動に際してはコロナウ

イルス感染予防のため、当日平熱で体調が万全であることと、活動中はマスクを着用することを参

加条件としています。また北海道ソーシャルディスタンシングの取り組みとして、一人一人の距離を

保ちながらの活動を実施しているため、活動内容も変更しています。活動時には、飲み物を持参し、

水分補給を心がけてください。

と 　 き
と こ ろ

内 　 容
持 ち 物
料 　 金

12月3・17・24日(木)　10:00～11:30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
簡単な脳トレと筋トレ
飲み物、タオル、運動靴
200円

と 　 き
と こ ろ

内 　 容
持 ち 物
料 　 金

12月12・26日(土)　10:30～11:30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
脳トレと簡単な筋トレ
飲み物、タオル、運動靴
100円

年　　代 入会金（年会費 ＋ スポーツ安全保険代）

キッズ（中学生以下） 1,100円（300円 ＋   800円）

アダルト（15～64歳） 2,500円（650円 ＋ 1,850円）

シニア（65歳以上） 1,500円（300円  ＋ 1,200円）

☆12月のユるっとゆうばりスポーツクラブの日程は、以下のとおりです。

※年度途中での入会の方には保険手続き代２２０円のご負担をお願いします。

☆今年度から年会費を一部変更させていただきました。

≪文スポ楽々運動教室≫ ≪りすた楽々運動教室≫

と 　 き
と こ ろ

持 ち 物
料 　 金

12月1・8・15・22日(火) 18:30～20:00
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、バンテージ
200円（中学生以下100円）

と 　 き
と こ ろ

持 ち 物
料 　 金

12月2・9・16・23日(水) 18:30～20:30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、（ラケット）
200円（中学生以下100円）

≪ボクシングクラブ≫ ≪ピンポン&バドミントンクラブ≫

と 　 き
と こ ろ

持 ち 物

料 　 金

12月3・10・17日(木)18:00～20:00
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、
（稽古着、竹刀、防具）
200円（中学生以下100円）

と 　 き

と こ ろ

料 　 金

12月3・10・17・24日(木)
18:15～19:30 
ゆうばり文化スポーツセンター周辺
野外・トレーニングルーム
原則無料
（トレーニングルーム使用時は有料）

≪剣道クラブ≫ ≪ランニング&ノルディックウォーキングクラブ≫

●申込・問合せ先

　ゆうばり文化スポーツセンター加藤・中島　☎（0123）56－6046

●主催　ユるっとゆうばりスポーツクラブ
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

令
和
２
年
度
高
文
連
空
知
支
部

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会

　

10
月
７
日
、
本
校
に
て
令
和
２
年
度
高
文

連
空
知
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
本
校
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
同
好
会
会
長
の
岡
田
涼
さ
ん
が
当
番
校

を
代
表
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
普
段
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
の
研
究
大

会
が
参
加
者
の
新
た
な
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。　

　

大
会
で
は
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
・
り
ー
さ

だ
の
武
田
功
様
を
お
迎
え
し
、「
共
に
目
指

せ
、あ
の
頂
上
を
！
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ
て

何
だ
？
」
を
テ
ー
マ
に
、車
イ
ス
登
山
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
人
々
の
交
流
や
つ
な

が
り
、
法
人
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
分
科
会
で
は
、高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
の
「
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
」
や
、
災
害
に
つ

い
て
の
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運
営
）ゲ
ー
ム
」
、ま

ち
づ
く
り
と
し
て
の
「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
、「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

講
師
の
方
々
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
『
芸
術
鑑
賞
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た

　

10
月
13
日
、札
幌
芸
術
の
森
に
て『
芸
術
鑑

賞
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
外
交
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
「
ム
ー
ミ
ン

展
」
の
鑑
賞
と
、
芸
術
の
森
を
舞
台
に
し
た

「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、野
外
美
術
館
な

ど
の
鑑
賞
を
行
い
な
が
ら
、生
徒
た
ち
は
思
い

思
い
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、

生
徒
・
職
員
に
よ
る
投
票
を
行
い
、
上
位
者
を

表
彰
す
る
予
定
で
す
。

遠
隔
授
業
に
お
け
る
寿
都
高
校
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
同
授
業

　

10
月
16
日
、北
海
道
有
朋
高
等
学
校
の
杉

浦
先
生
に
よ
る
２
学
年
の
物
理
基
礎
を
、
寿

都
高
校
と
同
時
配
信
し
て
い
た
だ
き
、
合
同

授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
か
ら
は

遠
隔
授
業
を
行
う
多
く
の
高
校
で
合
同
授

業
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、そ
の
試
行
的
授
業

と
な
り
ま
す
。

　

寿
都
高
校
と
夕
張
高
校
の
生
徒
達
は
、
ま

だ
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、今
後
意
見

交
換
な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
三
十
二
号

新生徒会長就任！今後の抱負とは！

な
ぜ
生
徒
会
長
に
？

高 記高高 記記

高高高高高 記記記記記記記

高高高 記記記記
今
回
は
、
忙
し
い
中
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
新
生
徒
会
長
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
夕
張
高
校
の
け
ん
引
役
と
な

り
、
新
た
な
夕
張
高
校
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

↑本シリーズの記事のバックナンバーは
「夕張高校魅力化プロジェクトポータルサイト」にて掲載中。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
方
は
、
夕
張
高
校
2
年
生
の
高
橋

洸
太
さ
ん
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た
生
徒
会
選
挙
に
よ
っ

て
、
今
年
の
11
月
か
ら
新
生
徒
会
長
と
な
り
ま
し
た
の

で
、今
後
の
抱
負
な
ど
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
11
月
か
ら
生
徒
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
夕
張
高
校
2
年
Ａ
組
の
高
橋
洸
太
で
す
。

新
生
徒
会
長
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生
徒
会
長

に
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

生
徒
会
長
に
な
る
た
め
に
は
、
生
徒
会
選
挙
に
立
候

補
し
て
、
自
身
の
公
約
な
ど
を
掲
げ
て
演
説
し
た
上

で
、全
校
生
徒
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

そ
う
な
ん
だ
！
結
構
大
変
な
道
の
り
な
ん
だ
ね
。

な
ぜ
、
生
徒
会
長
に
立
候
補
し
た
の
？

小
学
校
か
ら
現
在
ま
で
生
徒
会
に
入
っ
た
経
験
が
な

く
、当
初
は
立
候
補
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
生
徒
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
事

や
、先
輩
達
か
ら
の
後
押
し
も
あ
っ
た
た
め
、今
回
立

最
後
に
生
徒
会
長
と
し
て
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

全
校
生
徒
の
先
頭
に
立
ち
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
、
夕
張
高
校
や
地
域
の
方
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
市
と
連

携
し
な
が
ら
夕
張
高
校
の
魅
力
を
高
め
、発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
1
年
間
、
生
徒
会
長

と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高橋　洸太さん

今回新しく選ばれた
生徒会執行部

２年Ａ組

候
補
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

す
ご
い
ね
！
今
ま
で
経
験
が
な
か
っ
た
ん
だ
！

ど
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
の
？

僕
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
所
属
し
、
活
動
し
て
い
る
中

で
、人
の
役
に
立
つ
こ
と
や
、地
域
に
貢
献
で
き
る
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
生
徒
会
長
に
な
り
全

校
生
徒
の
先
頭
に
立
っ
て
、行
事
の
企
画
運
営
や
校
則

の
見
直
し
な
ど
の
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

素
晴
ら
し
い
！

高
橋
君
の
公
約
は
な
ん
で
す
か
？

僕
の
公
約
は
、「
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
見
に
耳
を

傾
け
て
、生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
が
過
ご
し
や
す
い
学
校

に
し
て
い
く
」こ
と
で
す
。

具
体
的
に
実
現
し
て
い
き
た
い
事
は
あ
り
ま
す

か
？

今
考
え
て
い
る
の
は
、
校
則
を
変
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
う
な
ん
だ
！
例
え
ば
ど
ん
な
風
に
変
え
て
い
く

の
？

一
例
と
し
て
、
現
在
の
校
則
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
髪
型

が
あ
っ
て
、そ
の
髪
型
が
な
ぜ
ダ
メ
な
の
か
、
今
の
時
代

に
あ
っ
た
校
則
な
の
か
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
理
由
は
な

ぜ
な
の
か
を
改
め
て
検
証
し
、生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
ね
！
校
則
も
時
代
に
合
わ
せ
て
検
証
し

て
更
新
す
る
と
い
う
事
な
ん
だ
ね
。

夕
張
高
校
に
も
校
則
は
色
々
あ
り
、こ
れ
は
本
当
に

必
要
な
の
か
と
い
う
の
は
、
生
徒
の
間
で
も
話
題
に
な

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、単
純
に
校
則
を
廃
止
す
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
の
理
由
な
ど
を
調
べ
、検
証
し
て
い
く
事

が
大
切
で
、
結
果
に
よ
っ
て
は
校
則
を
新
た
に
作
る
事

や
廃
止
す
る
事
な
ど
、時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
い

く
事
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
最
近
で
は
自
転
車
通
学
が
許
可
さ
れ
た
り

校
則
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
も
ん
ね
！
時
代
の

流
れ
に
合
わ
せ
て
変
化
は
必
要
だ
ね
。

生
徒
会
長
と
し
て
の
仕
事

生
徒
会
長
と
し
て
の
抱
負

そ
の
他
に
生
徒
会
と
し
て
の
活
動
は
ど
ん
な
事
が

あ
る
の
？

生
徒
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
文
化
祭
や
体
育
祭

な
ど
行
事
の
企
画
・
運
営
や
、生
徒
会
誌
の
作
成
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
ね
！
ど
ん
な
行
事
に
し
て
い
き
た
い
？

文
化
祭
や
体
育
祭
で
は
全
校
生
徒
み
ん
な
が
楽
し
め

る
よ
う
な
企
画
を
立
案
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
前
例
踏
襲
の
行
事
に
と
ら
わ
れ
ず
、ク
リ
ス
マ
ス
や
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
生
徒
会
で
企
画
・
立
案

し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
色
々
と
楽
し
み
だ
ね
！
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　令和２年10月１日時点で夕張市に住民登録されている、平成14年４月２日～令和２年10月１日
生まれの子ども。また、令和２年10月１日から令和３年２月28日までに出生した方や転入された
方も対象となりますが、申請が必要となりますので、下記問い合わせ先までご連絡ください。

　令和２年1２月１日（火曜日）から令和３年３月２0日（土曜日・祝日）まで

配布対象者

　子ども１名につき2,000円分のチケット　
　世帯主宛に配布予定ですが、12月５日(土曜日)までに未着の方は下記問い合わせ先にご連絡く
ださい。

チケット配布数

　登録されている飲食店が対象となるため、各家庭に送付される案内を確認してください。対象
となる飲食店には、案内用ののぼりが立てられる予定です。なお、登録には、「子どもの健全な育
成に寄与する・健康に配慮すること」が必須となっていますので、安心してご利用ください。

使用できる飲食店

　今後も随時募集をしています。登録され次第、ホームページなどでお知らせします。詳しくは、
下記問い合わせ先にご連絡ください。

飲食店の登録について

　詳しい情報は、チケット送付時に同封している案内用紙をご確認いただくか、市ホームページ
をご覧ください。
　・市ホームページ＞子育て・教育＞子育て支援・助成＞夕張まちじゅうこども食堂事業

その他

事業委託者：一般社団法人清水沢プロジェクト　☎0123－57－7463
（担当課　教育課子ども・子育て支援係　☎0123－57－7582）

問合せ先

・飲食のテイクアウト・デリバリーにも使用できる場合があります。
・子育ての負担軽減を目的としているため、子どもの年齢などによっては、保護者の方がお使いく

ださい。

ご注意

チケット利用可能期間

夕張まちじゅうこども食堂事業は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で増加している子
育て負担を軽減し、売上が減少している飲食
店などを支援することを目的に、親子がお金
の代わりに使用できる飲食チケットを配布す
る事業です！

広報ゆうばり　2020年12月号 14



�����

�������������������

広報ゆうばり　2020年12月号15



新型コロナとインフルエンザ冬の予防対策
マスク・手洗い・3密以外にできること

●密閉予防！冬場の換気方法

①機械換気による換気

　2003年7月以降、住宅には強制的に換気を行う24時間の換気システムが設置されていま

す。スイッチを入れシステムを作動させましょう。

②機械換気がない場合は常時窓を開けての換気

　室温を18℃以上保ちながら、常時窓を少し空けておく方法が厚労省から示されました。寒

い季節には、なかなか厳しいですね。まずはできるところから、今よりも実践の頻度を増やし

てみてはいかがでしょうか？

・人が滞在しない廊下や部屋に外気を取り入れ、空気を温めてから滞在して

いる部屋の扉や窓を開けて生活空間の空気を入れ替える。（2段階方式で）

・常時の換気は、窓を数センチ空ける程度で

・台所の換気扇をつけ、台所からできるだけ遠い窓を空ける

・部屋の換気口を開けておく

●湿度は40％が目安
　空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下し、ウイルスが体内に侵入しやすくなります。

また、ウイルスが浮遊しやすくなり、飛沫が遠くまで飛びやすくなります。

・洗濯物を干す⇒バスタオルなど大きなもの、脱水時間をいつもより短くして干す

・浴室の扉を開けておく

・室内でもマスクをする

・加湿器の利用

●インフルエンザの予防接種を受ける

　新型コロナと季節性インフルエンザの症状は見分けがつかず、同時流行が心配されていま

す。インフルエンザワクチンは重症化予防に有効です。接種により 1 つでもリスクを減らし

ましょう。

●体を温める

●症状が心配な時などの相談先

　体が冷えることで、免疫力が下がり感染症にかかるリスクが高まります。

・厚着をする、冷たい飲食物の摂取を控える、入浴時は湯船につかるなど工夫しましょう。

【新型コロナ健康相談センター】
☎0088－222－0018（24 時間）

・かかりつけ医がいる場合はかかりつけ医へ電話
・かかりつけ医がいない、わからない場合

保健福祉課　保健係　☎52－3106

　かかりつけの医師がいる場合は、定期受診の際に症状が出た時にどうしたらよいか確認してお

きましょう。

湿度計があると便利です
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ますます新型コロナ関連の患者さんが増えてきました。これまで以上に手洗い・うがい・三密

禁止を心がけましょう。部屋では換気とともに加湿も大切と言われています。とくにのどは、乾

き過ぎないように頻繁な飲水やうがいを励行しましょう。

ゆうゆう寄り添い倶楽部も一時中断せざるを得ませんが、早い機会に再開したいと考えてお

ります。

夕張市立診療所ニュース
2020年

vol.126

12月

月 火 水 木 金

総合診療科

歯　　　科午 前

森下・出張医

八　田

前沢・髙野

八　田

前沢・森下

八　田

森下・前沢

八　田

前　沢

森下または出張医

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（４・11・18・25日）

循環器内科
（２・16日）

泌尿器科
（１・８・15・22・29日）

八田・熊谷

総合診療科

歯　　　科午 後

森下・出張医

八　田

前沢・森下・星野
（交替制）

八　田

前沢・出張医

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（４・11・18・25日）

整形外科
（１・８・15・22・29日）

整形外科・婦人科
（３・10・17・24日）

八田・熊谷

12 月外来診療体制

※医師は変更となる場合もございます。ご理解の程よろしくお願いいたします。※土・日・祝は休診です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

夕張市立診療所お問い合わせ

前沢政次所長

※休診日　12/30（水）～１/３（日）

所長　前沢政次

―「ゆうゆう寄り添い倶楽部」 休止のお知らせ―

新型コロナウイルス感染症の影響のため、12月の「ゆうゆう寄り添い倶楽部」は
休止いたします。ご参加を予定されていたみなさまには申し訳ございません。

再開の見通しが立ちましたら改めてご案内いたします。

送迎バス　停留所名変更のお知らせ

～年末年始　診療体制について～

　施設の移転等にともない、停留所名を変更いたしま
した。場所・時間の変更はありませんが、利用される方
はご確認ください。
※詳しい時刻表については診療所内に置いてあるほ

か、ホームページにも掲載しております。

発熱・咳・鼻水などの風邪症状で受診する方は、事前に必ずお電話でご連絡ください。今年
はインフルエンザだけでなく、新型コロナウイルスなどの感染症の流行も懸念されますの
で、みなさまのご協力をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　☎52－4339

【休診日】2020年12月30日(水)～2021年1月3日(日)

　みなさまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろ
しくお願い申し上げます。

12　月 １　月

○ ○ × × × × × ○

28 29 30 31 １ ２ ３ ４

月 火 水 木 金 土 日 月

お願い

【沼ノ沢方面⇔診療所】
JR沼ノ沢駅前 → 旧JR沼ノ沢駅前
夕張市農協　南清水沢店 → コープさっぽろ　ゆうばり店
コープさっぽろ　清陵店 → 清陵町
南支所前 → 旧南支所前
JR清水沢駅前（消火栓前） → 旧JR清水沢駅前（消火栓前）

【南部方面⇔診療所】
清栄町（新よ２５号宅横） → 清栄町（新ヨ２２号宅横）
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かしこく食べて、フレイルや低栄養を予防しよう！

食べた食品を自分の体（細胞）に作り変え、
細胞が働けるようにするには、3 群の食品
に多く含まれる“ビタミン・ミネラル”が必
要です。また、たんぱく質を代謝する中で出てくる老廃物が増えると認知症のリスクが高まるので、この
老廃物の処理に必要なビタミン・ミネラルをしっかり摂ることは認知症の予防にもなります。

高齢になると筋肉量や基礎代謝(生命活動の維持に最低限必要なエネルギー)が減ってきます。また、
食べ物を分解するために必要な酵素の働きも悪くなり、消化・吸収する力が落ちてきます。そのため
食欲が減ってきたり、あっさりしたものを好む傾向がありますが、食事の面ではどのようなことを気を
付けたらよいのでしょうか。

「食べる量が減った」「あっさりしたもの
がいい」などの声が聞かれますが、生きて
いくために必要な食品の種類と量は若い人
と変わりません。右の表は食品を１～４群
に分け、それぞれの 1 日に摂りたい量、食
べ方を示したものになります。

加齢に伴って筋肉量が減る一方で、体が
筋肉を合成する力も弱まるため、高齢者は
多くのたんぱく質を必要としています。表
の１・２群が良質のたんぱく質を多く含む
食品です。食が細くなってきたり、低栄養
が心配な場合は１・2 群を最初に食べ、野
菜のおかず、主食の順番で食べるとたんぱ
く質の吸収がよくなります。ただし、腎機
能障害がある方はたんぱく質の摂る量に注
意が必要です。

管理栄養士　南　綾香

≪高齢者は１日に何をどれだけ、
　　どのように食べたらよいの？≫

≪必要量が増える”たんぱく質”≫

≪体作りに必要な3群≫

穀類や菓子類に多く含まれる“糖質”は、少ない酵素で消化吸収できるため負担も少なく、体に必要な
エネルギー源です。しかし、食べやすいからとご飯・パン・麺類やお菓子などに偏った食事をしていると、
たんぱく質やビタミンミネラル不足となり、低栄養や、糖尿病などの生活習慣病の原因ともなります。食
べる量に気を付けたい食品です。

≪食べる量に注意が必要な４群≫

●発酵食品を利用しよう
たんぱく質が酵素で分解されている「発酵食品」は胃腸の負担を軽くします。
ヨーグルトや納豆などの発酵食品の利用や、酒粕、塩麹、醤油、味噌、酢、みりんなどを調味料として
使うとたんぱく質が吸収されやすく、食べやすくなります。

●消化の良い調理方法を
肉をたたいて柔らかくしてから調理したり、焼過ぎない、煮すぎないこともポイントです。

●噛めない、噛みにくい場合は
ひき肉やフレーク、缶詰などの細かくなっているもの、噛んだ時にほぐれやすいものを使ったり、野菜
などを柔らかく煮て食べましょう。

●飲み込みにくい、むせるときはネバネバ成分を
長芋やオクラなどのネバネバ食材や、片栗粉のとろみを利用しましょう。

料理を作るのが大変という場合も、市販のカット野菜や冷凍食品、缶詰などをうまく利用することでバ
ランスの良い食事をとることが出来ます。健康な体を維持するために、今の自分の食べ方を振り返って
みてください。

≪食べやすく工夫してみましょう≫

群 食品 主な食品と量 効率のよい食品・形態
（発酵食品など）

牛乳・乳製品

卵

肉類

魚介類

大豆製品

緑黄色野菜

淡色野菜

いも類

果物

きのこ

海藻

穀類・砂糖・油脂
（菓子、アルコール、

調味料）

牛乳　200ｍｌ

50ｇ（Ｍサイズ1個）

50ｇ豚肉、鶏肉、

牛肉など

50ｇ鮭、鯖、さんま、

あじ、マグロなど

豆腐なら

100g（1/4丁）

150ｇ

200ｇ

じゃがいもなら

100ｇ

80kcal分

(りんごなら1/２個、

バナナなら1本)

50ｇ

30～50ｇ

必要量はひとりひとり違います。消化酵素はあ

まり使わないでエネルギーに変わります。（加

齢に関係ない）

ヨーグルト（発酵食品） 

半熟卵

ひき肉
生の肉や魚に酒粕、塩麹
などを組み合わせると
たんぱく質が分解され
て旨味がでて、消化を助
ける。

納豆なら40ｇ（1パック）

（発酵食品）

生野菜よりもお浸し（長

さは1～1.5㎝位）、煮物、

汁物で味付けは醤油、味

噌、酢などの発酵食品

長芋、里芋（ねばねば）さ

つまいも

一口大に切る

細かく切る

１
群

２　
　
　

群

３　
　
　
　
　
　

群

４　

群
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守
る
た
め
に

  

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

 
 

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

国
道
、
道
道
と
の
交
差
点
な
ど
は
、

国
や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段
差
の

解
消
を
行
い
、わ
だ
ち
に
つ
い
て
は
直
営

車
両
に
よ
り
市
民
生
活
に
最
低
限
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
日
中
の
体
制
で

対
応
し
ま
す
。

﹇
除
雪
体
制
﹈

　

除
雪
作
業
は
、午
前
３
時
ま
で
に
15

㎝
を
超
え
た
と
き
や
、
早
朝
に
か
け
て

15
㎝
以
上
の
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と

き
。
地
域
の
状
況
や
降
雪
・
雪
質
の
状

況
に
よ
っ
て
は
15
㎝
未
満
で
も
出
動
し

ま
す
。　

　

作
業
時
間
は
、
午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、皆
さ
ん
の
通
勤
、通
学
な
ど
に
間
に

合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃
ま
で
に
終

え
る
予
定
で
す
が
、気
象
条
件
や
降
雪

に
よ
っ
て
は
、時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
吹
雪
な
ど
、
前
が
見
え
な
い
と

き
は
事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
を
一
時

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い
﹈

★
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
処
理

願
い
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
が
作
業
中
の
除
雪
機

械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
声
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

﹇
雪
捨
て
場
﹈

  

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、５

カ
所
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
指
示

看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、順
序
良
く
事

故
な
ど
の
な
い
よ
う
に
捨
て
て
く
だ
さ

い
。
請
負
な
ど
で
捨
て
る
場
合
は
、捨
て

た
雪
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
千
代
田
地
区
雪
捨
て
場
の
場
所
が

昨
年
と
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
例
年
、雪
捨
て
場
に
雪
と
一
緒
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
不
法
投

棄
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め
て
く

だ
さ
い
。

※
時
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

﹇
除
雪
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
﹈

◆
市
道　

市
都
市
計
画
土
木
係 

☎
52
―
3
1
5
9

◆
国
道　

札
幌
開
発
建
設
部
岩
見
沢

道
路
事
務
所
維
持
課

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
0
0
0

◆
道
道　

北
海
道
札
幌
建
設
管
理
部

長
沼
出
張
所

☎
0
1
2
3
―
88
―
2
3
4
6

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る

中
小
事
業
者
の
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
を
軽
減
し

ま
す
。

軽
減
対
象　

事
業
用
家
屋
・
償
却
資
産

該
当
要
件

①
中
小
事
業
者
で
あ
る
こ
と（
個
人
事
業
主
も
含
む
）

※
大
企
業
の
子
会
社
な
ど
は
対
象
外

②
令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
か
月
間
で
、事

業
収
入
が
前
年
同
期
と
比
較
し
て
30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

軽
減
率　

事
業
収
入
の
減
少
率
が
、

・
30
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合　

２
分
の
１
軽
減

・
50
％
以
上
の
場
合　

全
額
軽
減

申
告
期
間

令
和
３
年
１
月
６
日
〜
２
月
１
日

申
告
方
法

　

銀
行
や
税
理
士
な
ど
の
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
か
ら
確
認
を
受

け
た
申
告
書
、同
機
関
に
提
出
し
た
書
類
一
式
（
写
）
、
令
和
３
年
度
の
償

却
資
産
申
告
書
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

提
出
先　

市
賦
課
係
、南
支
所

問
合
せ
先　

市
賦
課
係　

☎
52
―
3
1
2
0

●
雪
捨
て
場
●

鹿の谷 千代田

清水沢 沼ノ沢 紅葉山

中
小
事
業
者
の
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
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市
営
・
道
営
住
宅
冬
季
対
策

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
お
忘
れ
で
は

　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
住
宅
の
冬
季
対
策
に
つ
い

て
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
内
の
確
認

①
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て
い

ま
す
か
？

②
結
露
は
カ
ビ
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
空
気
の
入
れ
替
え
と
窓
や
壁
を
こ

ま
め
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

◆
長
期
間
の
留
守
（
不
在
）

　

冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、
水
落
と
し
に
加
え
、

排
水
口
に
不
凍
液
を
入
れ
、留
守
に
す

る
こ
と
を
市
に
届
け
ま
し
ょ
う
。（
凍

結
に
よ
り
ト
イ
レ
本
体
が
割
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

◆
除
雪
な
ど
に
つ
い
て

①
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、ト
ラ
ブ
ル
の
無
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
入
居
住
宅
の
屋
根
の
除
雪
は
、
次
の

と
お
り
入
居
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

□
平
屋
の
場
合　

屋
根
の
除
雪
は
入

居
者
が
行
い
ま
す
。

□
２
階
建
て
の
場
合　

屋
根
の
除
雪

は
入
居
者
が
行
い
ま
す
。
な
お
、１
階

か
２
階
ど
ち
ら
か
が
空
き
家
の
場
合

は
市
と
除
雪
を
折
半
し
ま
す
。

□
３
階
建
て
以
上
の
場
合　

屋
根
の

除
雪
は
市
で
行
い
ま
す
が
、基
本
玄
関

　

最
近
、
北
海
道
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
で
は
、感
染
拡
大
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、本
年
度
の
歳
末
特
別
警

戒
は
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
原

因
と
し
て
、
最
も
多
い
の
が
「
た
ば
こ
の

火
の
不
始
末
」で
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
感
染
す
る
と
、肺
炎
や

気
管
支
炎
、敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

肺
炎
は
、平
成
29
年
の
夕
張
市
の
死

因
第
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
常
的

に
生
じ
る
成
人
の
肺
炎
の
う
ち
１
／
４

〜
１
／
３
は
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
方
の
接

種
期
限
は
、令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
本
年
度
対
象
と
な
る
方
は
、
接

種
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

接
種
の
対
象
者
は
毎
年
度
異
な
る

た
め
、
接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◆
対
象
者　

過
去
に
１
度
も
高
齢
者

肺
炎
球
菌
（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
次
の

⑴
の
表
ま
た
は
⑵
に
該
当
す
る
方

◆
助
成
額　

接
種
費
用
の
半
額
。

※
上
限
3
、0
0
0
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
費
用
を

全
額
助
成
）

◆
医
療
機
関
に
持
っ
て
い
く
も
の

●
年
齢
確
認
の
た
め
、実
施
医
療
機
関

に
健
康
保
険
証
な
ど
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

●
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
の
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

●
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
方

は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
自
費

で
接
種
し
た
場
合
も
含
み
ま
す
。

●
市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、事
前

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

側
の
雪
庇
程
度
し
か
行
い
ま
せ
ん
。
最

上
階
入
居
者
は
、ベ
ラ
ン
ダ
に
雪
庇
が

出
て
き
た
場
合
は
、雪
庇
を
落
と
し
ま

し
ょ
う
。

※
空
住
戸
に
つ
い
て
は
市
で
除
雪
を
行

い
ま
す
。

◆
過
去
に
実
際
発
生
し
た
事
例

◇
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
水
道

が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◇
屋
根
の
除
雪
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め

に
軒
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
雪
庇
で

窓
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
窓
に
発
生
し
た
結
露
を
ふ
き
と
ら

な
か
っ
た
た
め
に
下
階
の
天
井
に
結
露

水
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

※
ほ
か
に
も
入
居
者
に
多
大
な
費
用

負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
冬
季
対
策
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
57
―
7
5
9
3

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
火
の
つ
い
た
ま
ま
の
た
ば
こ
を
放
置
し

な
い
。

・
歩
行
中
は
喫
煙
し
な
い
。

　

ま
た
、こ
の
時
季
は
、
暖
房
器
具
を

多
く
使
用
す
る
こ
と
か
ら
ス
ト
ー
ブ
に

よ
る
火
災
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

お
出
か
け
前
、
お
や
す
み
前
に
は
、

も
う
一
度
火
の
元
を
点
検
し
、
火
災
の

な
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

対 象 者 生 年 月日

6 5 歳 とな る 方 昭 和 3 0 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 3 1 年 ４月１日 生

7 0 歳 とな る 方 昭 和 2 5 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 2 6 年 ４月１日 生

7 5 歳 とな る 方 昭 和 2 0 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 2 1 年 ４月１日 生

8 0 歳 とな る 方 昭 和 1 5 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 1 6 年 ４月１日 生

8 5 歳 とな る 方 昭 和 1 0 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 1 1 年 ４月１日 生

9 0 歳 とな る 方 昭 和 ５ 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 ６ 年 ４月１日 生

9 5 歳 とな る 方 大 正 1 4 年 ４月２日 生 ～ 大 正 1 5 年 ４月１日 生

1 0 0 歳となる方 大 正９ 年 ４月２日 生 ～ 大 正 1 0 年 ４月１日 生

⑵
接
種
日
現
在
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
、ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有

す
る
方
。（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま

た
は
そ
れ
に
準
じ
る
方
）

◆
実
施
医
療
機
関　

市
内
医
療
機
関

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴令和２年度中に、下記の年齢になる方
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夕
張
市
民
還
元
リ
フ
ト
・

　
　

 

ゴ
ン
ド
ラ
１
日
券

　
　
　
　
　

  

前
売
り
販
売

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

◆
落
氷
雪
、
除
雪
な
ど
作
業
中
の
事

故
防
止

早
め
の
氷
雪
下
ろ
し
を

　

氷
雪
が
屋
根
か
ら
せ
り
出
し
て
い
る

軒
下
な
ど
は
、
危
険
で
す
の
で
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、氷
雪

は
早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

雪
下
ろ
し
な
ど
の
作
業
は
複
数
か
つ

安
全
確
保
を

　

作
業
を
す
る
時
は
、
補
助
者
を
置

く
な
ど
複
数
で
行
う
と
と
も
に
、転
落

防
止
や
万
が
一
に
備
え
、
万
全
の
措
置

を
講
じ
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。

除
雪
機
に
注
意

　

除
雪
作
業
時
は
、作
業
に
適
し
た
服

装
を
着
用
し
、エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま

ま
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
な
ど
の
作

業
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

も
う
い
い
か
い
　
残
っ
た
お
酒
が
　
ま

あ
だ
だ
よ

●
飲
酒
運
転
は
悪
質
で
重
大
な
犯
罪

　

二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲
酒
運

転
」
で
す
。
少
し
で
も
身
体
に
ア
ル
コ
ー

ル
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。一
人
ひ
と
り
が

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
」
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
地

域
全
体
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し

ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も
処

罰
の
対
象
！

　

飲
酒
運
転
は
、運
転
者
だ
け
で
は
な

く
、
周
り
の
人
に
も
重
い
処
罰
が
あ
り

ま
す
。
車
を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

人
に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、お
酒
を
飲

ん
で
い
る
人
に
車
を
提
供
し
た
り
、
飲

酒
運
転
の
車
に
同
乗
す
る
と
、た
と
え

お
酒
を
飲
ん
で
い
な
く
て
も
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

●
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
で
飲

酒
運
転
を
防
止
！　

　

仲
間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、そ
の
人
が
仲

間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
ま
し
ょ
う
。

お
酒
を
提
供
す
る
お
店
の
方
は
、「
お

客
さ
ん
が
車
で
来
店
し
て
い
な
い
か
」
、

「
車
で
来
店
し
て
い
る
場
合
は
、ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
は
誰
な
の
か
」
を
確
認
し

て
、飲
酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供

　

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
目
的
で
、

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
開
設
し
、メ

ー
ル
で
の
飲
酒
運
転
情
報
を
受
付
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
囲
の
人
が
飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、ぜ
ひ
飲
酒
運
転
に
関
す
る
情

報
、ま
た
は
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た

ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、す
ぐ
に
対
応
が
必
要
な
場

合
は
、
1
1
0
番
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
冬
山
遭
難
の
防
止

冬
山
は
　
装
備
・
計
画
　
し
っ
か
り
と

・
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
登
山
計

画
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
山
技
術
、
体
力
、
経
験
に
応
じ
た

山
を
選
ぶ
な
ど
無
理
の
な
い
計
画
を
立

て
、
登
山
計
画
書
を
作
成
し
て
、
家
族

や
職
場
な
ど
に
渡
す
ほ
か
、
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
交
番
・
駐
在
所
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

・
単
独
で
の
登
山
を
避
け
、経
験
豊
富

な
リ
ー
ダ
ー
な
ど
と
一
緒
に
登
山
し
ま

し
ょ
う
。

・
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食
料
な

ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

急
激
な
天
候
の
変
化
に
も
耐
え
ら

れ
る
十
分
な
装
備
と
、停
滞
時
に
備
え

た
食
料
や
燃
料
な
ど
を
準
備
し
ま
し

ょ
う
。

・
万
一
の
遭
難
に
備
え
、
携
帯
電
話
を

必
ず
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

入
山
前
に
は
必
ず
天
気
予
報
を
確

認
し
、天
候
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
途
中
で
天
候
が
悪
化
し
た
場
合

は
、す
ぐ
に
引
き
返
し
て
安
全
な
登
山

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
慎
重
な
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
山
で
は
、
地
形
や
積
雪
量
、
気
象

の
変
化
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て

　

夕
張
市
民
対
象
、マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
お
得
な
リ
フ
ト
・
ゴ

ン
ド
ラ
１
日
券
（
引
換
券
）の
前
売
り

販
売
を
実
施
し
ま
す
。

料　

金　

お
と
な
３
、6
0
0
円
／
シ

ニ
ア（
60
歳
以
上
）
中
高
生
２
、6
0
0

円
／
小
学
生
１
、6
0
0
円

販
売
期
間　

12
月
５
日
〜
12
月
18
日

販
売
場
所　

郵
送
（
現
金
書
留
・
銀
行

振
込
）・
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
リ
ゾ

ー
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

※
現
地
販
売
は
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

（
12
月
５
日
予
定
）か
ら
18
日
ま
で

利
用
期
間　

12
月
19
日
〜
令
和
３
年

シ
ー
ズ
ン
中
有
効
。

※
お
一
人
様
何
枚
で
も
購
入
で
き
ま

す
。

※
本
券
を
ご
購
入
の
際
、夕
張
市
民
を

確
認
で
き
る
証
明
書
を
発
送
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
利
用
当
日
、シ
ニ
ア
・
中
高
生
は
年

齢
確
認
で
き
る
証
明
書
を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
張
リ
ゾ
ー
ト　

マ
ウ
ン

ト
レ
ー
ス
イ　

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

☎
52
―
5
1
5
1

小学生・中学生
令和３年１月９・10・11・16・17日
午前10時～午後２時30分（午前11時30分～午後１時までは休憩）
マウントレースイスキー場
先着 50人
小学生5,000円、中学生6,000円
令和２年12月18日

対 象

開 催 日 時

開 催 場 所

定 員

受 講 料

申 込 期 限

行
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雪
庇
の
踏

み
抜
き
や
雪
崩
の
危
険
性
が
高
い
場

所
な
ど
は
回
避
す
る
な
ど
、慎
重
に
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

ジュニアスキー教室のお知らせ

申込・問合せ先
ゆうばり文化スポーツセンター内　☎56－6046
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高
齢
者
虐
待
を

　
　
　
　

未
然
に
防
ご
う

緊
急
通
報
装
置
を

　
　

設
置
し
ま
せ
ん
か
？

◆
12
月
は
「
人
権
週
間
」の
月
で
す

　

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。
1
9
4
8
年
（
昭
和
23

年
）
12
月
10
日
に
国
際
連
合
で
基
本

的
人
権
を
確
保
す
る
た
め
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
我
が

国
に
お
い
て
も
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
、こ
の
期
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
に
は
、
全
国
各
地
で
講

演
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
人
権
尊
重

の
考
え
方
を
社
会
に
広
げ
る
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ

い
て
意
識
し
、
人
権
啓
発
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、今
回
は
高
齢
者
虐
待
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
虐
待
は
人
権
侵
害
で
す
！

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、そ
の
人
ら
し

く
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

は
、
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。
高
齢
者

虐
待
は
高
齢
者
の
尊
厳
を
損
な
う
重

大
な
権
利
侵
害
で
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
虐
待
が
あ
る

の
か
？

　

高
齢
者
虐
待
は
、主
に
介
護
疲
れ
や

人
間
関
係
、
経
済
的
困
窮
な
ど
が
原

因
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
虐
待
」
の
定
義
は
次
に
示
す
通

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
含
ま
れ
ま

す
。

身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、
け
る
、つ
ね

る
な
ど
の
暴
力
や
、
不
必
要
に
体
を
縛

る
な
ど

心
理
的
虐
待　

脅
し
や
屈
辱
的
な
暴

言
、無
視
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
な
ど

介
護
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
、長
時
間

放
置
す
る
、適
切
な
医
療
を
受
け
さ
せ

な
い
な
ど

性
的
虐
待　

本
人
の
同
意
な
く
性
的

行
為
を
行
っ
た
り
、
強
要
し
た
り
す
る

行
為

経
済
的
虐
待　

本
人
の
同
意
な
く
財

産
や
年
金
を
処
分
・
使
用
す
る
行
為

◆
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
ご
う
！

　

高
齢
者
虐
待
は
、家
庭
や
施
設
な
ど

閉
ざ
さ
れ
た
環
境
で
発
生
す
る
た
め

表
面
化
し
に
く
く
、虐
待
し
て
い
る
人
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
双
方
に

そ
の
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、被
害
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
住
民
一
人
ひ
と
り
が

声
を
か
け
、見
守
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
防
止
あ
る
い
は
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
全
体
で
高
齢

者
の
家
庭
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ポ

イ
ン
ト
を
３
点
紹
介
し
ま
す
。

日
常
的
な
声
掛
け

　

普
段
か
ら
声
を
か
け
、高
齢
者
の
孤

立
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

近
所
の
見
守
り

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
、
急
病
や
ケ
ガ
な
ど
の
緊
急
時

に
お
け
る
迅
速
な
救
護
活
動
や
、日
常

生
活
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、自
宅

に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

急
病
や
ケ
ガ
な
ど
の
緊
急
時
に
、
装

置
の
ボ
タ
ン
を
一
つ
押
す
だ
け
で
消
防

本
部
に
つ
な
が
り
、状
況
に
応
じ
て
、救

急
車
な
ど
の
出
動
や
親
族
な
ど
の
協

力
員（
※
）に
連
絡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
事
な
ど
の
熱
や
、
煙
・
ガ
ス

漏
れ
な
ど
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
も
併

せ
て
設
置
し
ま
す
。

※
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、緊
急

時
の
対
応
に
協
力
を
い
た
だ
け
る
、
近

隣
に
お
住
ま
い
の
親
族
や
知
人
な
ど

で
、
原
則
２
名
以
上
の
協
力
員
の
登
録

が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自
宅
に

固
定
電
話
を
お
持
ち
の
方

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者

②
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障
が
い

者③
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
で
突
発
的
に

生
命
に
危
険
な
症
状
の
発
生
す
る
持

病
を
有
す
る
方
な
ど

利
用
料

　

設
置
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

通
話
料
や
破
損
に
よ
る
修
理
費
用
、引

越
し
の
際
の
取
り
外
し
費
用
な
ど
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
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新
聞
が
何
日
分
も
た
ま
っ
て
い
る
、夜

に
な
っ
て
も
電
気
が
つ
い
て
い
な
い
な
ど
、

高
齢
者
宅
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

相
談
を
勧
め
る

　

高
齢
者
と
の
生
活
や
介
護
疲
れ
な

ど
、
家
族
が
困
っ
て
い
た
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
相
談
窓
口
へ
の
相

談
を
勧
め
、地
域
か
ら
の
孤
立
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

◆
虐
待
と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
相
談
・
連

絡
を

　

も
し
か
し
て
虐
待
な
の
で
は
？
近
所

の
お
年
寄
り
が
悩
ん
で
い
る
が
ど
う
す

れ
ば
？
な
ど
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。
誰

が
連
絡
、
通
報
し
た
の
か
は
、
周
囲
に

漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安

心
し
て
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
包
括
支
援
係
）

☎
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―
3
1
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「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」」Episode 29

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 

夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）
（市地域振興係　☎52－3141）

「本町十字街の坂上、労働会館で開かれたクリスマスのつどい 」
夕張市役所所蔵 、1975年頃

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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狩
猟
免
許
試
験

年
末
年
始
の

　
　

火
災
予
防
に
つ
い
て

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と　

き  
令
和
３
年
１
月
31
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ 

 

岩
見
沢
市
会
館
ま
な
み
〜

る　

多
目
的
室
①
②
③

受
講
料 

（
税
・
テ
キ
ス
ト
代
込
）

・
第
１
種
、第
２
種

1
1
、0
0
0
円

・
網
、わ
な　
　
　
　

 

８
、2
5
0
円

・
網
お
よ
び
わ
な   

1
1
、0
0
0
円

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

網
ま
た
は
わ
な
を
受
講1

3
、7
5
0
円

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
わ
な
と

網
を
同
時
に
受
講

1
6
、5
0
0
円

定　

数　

25
名

受　

付　

12
月
24
日
〜
令
和
３
年
１

月
21
日

火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

【
狩
猟
試
験
】

と　

き　

令
和
３
年
２
月
７
日

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ  

空
知
総
合
振
興
局

問
合
せ
先　

空
知
猟
政
協
議
会 

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ0

1
2
6
―
24
―
1
1
1
1

（
火
・
木
曜
日
の
み
）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
に

は
、
例
年
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
災
原
因
の
多
く
は
、ち
ょ
っ
と
し

た
火
の
不
始
末
や
不
注
意
に
よ
っ
て
発

生
し
て
い
ま
す
。
無
火
災
で
年
末
年
始

を
過
ご
す
た
め
、「
住
宅
防
火
い
の
ち
を

守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト（
３
つ
の
習
慣
・

４
つ
の
対
策
）」に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

･
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

･
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

･
こ
ん
ろ
に
火
を
点
け
た
ま
ま
で
そ
ば

か
ら
離
れ
な
い
。

４
つ
の
対
策

･
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

･
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る
。

･
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

･
日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

◆
令
和
２
年
度　

防
火
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
最
優
秀
賞

「
消
し
ま
し
ょ
う　

炎
と
あ
な
た
の

油
断
を
ね
」　

ゆ
う
ば
り
小
学
校　

野
中　

梨
央
さ
ん

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
53
―
4
1
2
1

入園資格

①　②に該当しない幼児教育を希望する３歳から５歳までの児童

②　保護者が共働きや病気などのため、家庭で保育を受けることができない生後３か月から５歳までの児童

受付期間

12月１日～12月14日

※都合により期間内に受付できない方は、社会福祉法人夕張保育協会に問い合わせください。

なお、年度途中での入園希望に対応できない場合もあるため、できる限り受付期間内での申込みをおすす

めします。

受付場所

入園資格①に該当する場合　社会福祉法人夕張保育協会または市子ども・子育て支援係

入園資格②に該当する場合　清陵保育園または社会福祉法人夕張保育協会

提出書類

入園資格①に該当する場合　入園申込書、支給認定申請書

入園資格②に該当する場合　支給認定申請書、就労証明書など保育の必要性の事由を証する書類など（保

護者や同居の親族など全員分）

※提出書類は、社会福祉法人夕張保育協会、清陵保育園、市子ども・子育て支援係で配布しています。

その他

希望者が多く定員を超える希望があった場合は、利用調整を行います。

問合せ先

社会福祉法人夕張保育協会　☎52－3173、清陵保育園　☎59－7831

市子ども・子育て支援係　☎57－7582

ゆうばり丘の上こども園の入園児を募集します
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施

新
春
書
き
初
め
大
会

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

櫻
井
亮
作
品
展

夕
張
市
成
人
祭

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

　

利
用
が
な
い
方
へ
の

「
要
介
護
・
要
支
援
認
定

　
　
　

更
新
の
お
知
ら
せ
」

　

通
知
（
更
新
勧
奨
）
の

　
　
　
　
　

終
了
に
つ
い
て

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
有
効
期
間
が
満
了
と
な
る

方
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
は
更
新
申
請
が
必
要
で
す
が
、サ

ー
ビ
ス
の
利
用
や
利
用
予
定
の
な
い
方

も
、更
新
勧
奨
通
知
が
届
く
こ
と
に
よ

り
、申
請
更
新
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
方
が
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、サ
ー
ビ
ス
利
用
の
な
い
方
へ
の
更
新

勧
奨
通
知
を
令
和
２
年
11
月
下
旬
送

付
分
（
令
和
３
年
１
月
31
日
認
定
有

効
期
間
終
了
、
12
月
２
日
更
新
申
請

開
始
受
付
対
象
の
方
）よ
り
終
了
し
ま

す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
へ
の

認
定
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
も
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
い
方
や
、利
用
す

る
予
定
の
な
い
方
は
、
利
用
す
る
時
に

新
規
で
申
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、認
定
有
効
期
間
終
了
の
約
３

か
月
前
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
開
始
し

て
い
る
方
は
、
給
付
実
績
で
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
し
と

判
断
し
、勧
奨
通
知
を
送
付
し
な
い
場

　

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
人
や

家
族
な
ど
に
対
し
て
、精
神
科
医
師
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
精
神
疾

患
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
精
神
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
よ
う
支
援

し
、解
決
を
図
り
ま
す
。

と　

き　

12
月
17
日

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

岩
見
沢
保
健
所
（
岩
見
沢

市
８
条
西
５
丁
目
空
知
総
合
振
興
局

内
）

内　

容

精
神
科
医
師
と
の
面
接
相
談

※
予
約
制
（
前
日
の
正
午
ま
で
）、申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、別
日
で
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

保
健
師
と
の
電
話
や
面
接

で
の
相
談
は
、随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

と　

き　

12
月
６
日
〜
12
月
20
日

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

と　

き　

令
和
３
年
１
月
８
日

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ  

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対　

象　

幼
児
か
ら
一
般

参
加
料　

3
0
0
円

持
ち
物　

書
道
用
具
一
式

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

12
月
30
日

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
57
―
7
5
8
1

対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

※
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は

12
月
上
旬
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。
住
民
登
録
を
市
外
へ
移
し
た
方

な
ど
で
、出
席
を
希
望
す
る
方
は
12
月

30
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

令
和
３
年
１
月
10
日

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
57
―
7
5
8
1

合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、市
介
護
保
険
係
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

☎
52
―
3
1
6
4

４
時
ま
で
観
覧
可
能
）

と
こ
ろ　

り
す
た
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
先　

美
術
協
会
事
務
局　

小

林　
　
　
　
　
　

☎
57
―
3
6
4
3

急募 ◆夕張市教育委員会（令和２年度会計年度任用職員の募集）

職 種

業 務 内 容

募 集 人 数

任 用 期 間

勤 務 時 間

勤 務 先

給 与

休 日

資 格

申 込 方 法

言語指導員

未就学児の発達に関する指導

１名（事前に面接があります）

令和３年３月31日まで

午前８時00分から午後４時00分

夕張市清水沢清陵町14番地

夕張市立ゆうばり小学校内夕張市ことばの教室

月164,297円～　その他手当支給あり

土日、祝日および年末年始　その他有給休暇あり

小・中学校教諭、幼稚園教諭、保育士などの資格を有する方

市教育係に問い合わせください。

問合せ先　市教育係　☎57－7581
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　「北海道広域消防相互応援協定」により市消防本部に応援をいただいていた応

援隊の解隊式が行われました。

10月29日　消防応援隊解隊式

　藤田秀紀さんが暴力追放功労者表彰を受賞されました。

「宮前町浴場」および「真谷地浴場」については、１月６日(水)以降、平常どおり営業します。
「清陵浴場」については、１月５日(火)以降、平常どおり営業します。

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

11月12日　暴力追放功労者表彰

応

年末年始の共同浴場の営業について

宮前町浴場 真谷地浴場 清陵浴場

12月30日（水）
午後３時30分～
午後８時00分

午後３時30分～
午後８時00分

午後４時00分～
午後８時30分

12月31日（木）
午後２時00分～
午後６時00分

午後２時00分～
午後６時00分

午後２時00分～
午後６時00分

１月１日（金）
～１月２日(土)

休みます。 休みます。 休みます。

１月３日（日）
午後０時00分～
午後４時00分

午後０時00分～
午後４時00分

午後１時00分～
午後５時00分

１月４日（月） 休みます。 休みます。 休みます。

１月５日（火）
午後４時00分～
午後８時30分

１月６日（水）
午後３時30分～
午後８時00分

午後３時30分～
午後８時00分

午後４時00分～
午後８時30分
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年
末
年
始
の
窓
口

し
尿
汲
み
取
り
の

　
　
　
　
　

申
し
込
み

年
末
年
始
の

　
　
　

水
道
故
障
の
受
付

夕
張
市
経
営
持
続
化
応
援

　

 

給
付
金
の
支
給
対
象
の

　
　
　
　

  

拡
大
に
つ
い
て

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

12月30日（水） 水曜日の収集地区

水曜日の収集地区

第１火曜日の
収集地区

第１水曜日の
収集地区

月曜日の収集地区

火・金曜日の
収集地区

休みます 休みます 休みます

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

午前８時30分　
　～午後４時30分

12月31日（木）～　

　１月３日（日）

１月４日（月）

１月５日（火）

１月6日（水）

年末年始のごみ収集について

南清水沢

島

倉

萌

菜
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
4
月
9
日
生
ま
れ

も
　
　
な

●
戸
籍
の
届
出

　

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月
５

日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
の
受
付
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　

 　
　

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所　

消
防
本
部
（
清
水
沢
宮

前
町
）　

 　

 　
　

☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

　

年
内
に
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、
12
月
15
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

夕
張
環
境
清
掃
㈱

☎
56
―
6
0
0
0

　

12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
水

道
の
故
障
・
不
都
合
に
つ
い
て
の
対
応
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
１
月
１
日
、２
日
、４
日

休
み
ま
す

◆
12
月
31
日　

　

日
管
建
設　
　

☎
52
―
2
5
5
1

◆
１
月
３
日

　

石
川
衛
生
工
業

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

◆
１
月
５
日　

　

現
在
実
施
し
て
い
る
、夕
張
市
経
営

持
続
化
応
援
給
付
金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

売
上
が
前
年
同
月
比
で
20
％
以
上
減

少
し
た
事
業
者
に
対
し
、市
が
10
万
円

の
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
）の
支
給

対
象
に
つ
い
て
、
次
の
法
人
ま
た
は
事

業
者
を
追
加
し
ま
す
。

・
法
人
税
法
上
の
収
益
事
業
を
行
っ

て
い
る
社
会
福
祉
法
人
、一
般
社
団
・
財

団
法
人
、公
益
社
団
・
財
団
法
人
・
医
療

法
人

・
農
林
事
業
者
、医
師
、歯
科
医

　

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
地
域
振
興
係

☎
52
―
3
1
4
1

人　口 7,532人(－46人)

　男 3,481人(－11人)

　女 4,051人(－35人)

世帯数 4,491世帯(－29世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
1
月
号
は
、

12
月
29
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和2年11月1日　現在

　

泉
工
務
店　
　

☎
52
―
2
4
3
0

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

市
営
・
道
営
住
宅
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、市
建
築
住
宅
係
お
よ
び
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
管
理
係☎

52
―
3
1
5
2

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

【訂正】広報ゆうばり9月号と同時配布のごみ収集カレンダー

（2020年10月～2021年3月）について次のとおり訂正します。

　「清水沢（1～3丁目）」の1月資源ごみ収集日

　誤　「5日（水）」「19日（水）」→ 正　「6日（水）」「20日（水）」

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108
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